
様式第二号の八(第八条の四の五関係)

(第１面)

産業廃棄物処理計画書

令和３年 ６月 ３０日

愛 知 県 知 事 殿

提出者

住 所 愛知県東海市荒尾町ワノ割１番地

氏 名 愛知製鋼株式会社

代表取締役社長 藤岡 高広

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 ０５２－６０４－１１１１

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 愛知製鋼株式会社 知多工場

事 業 場 の 所 在 地 愛知県東海市荒尾町ワノ割１番地

計 画 期 間 令和３年４月１日～令和４年３月３１日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 鉄鋼業

② 事 業 の 規 模 令和２年度製造品出荷額：１３，７３６，８５０万円

③ 従 業 員 数 ２，７２１名

④産業廃棄物の一連

の処理の工程

＜産業廃棄物の種類と処理工程＞

鉱さい・・・①中間処理業者に委託し、路盤材等へ再利用化

②最終処分業者に委託し、埋立処分

金属ｸｽﾞ・・・中間処理業者に委託し、鉄源として再利用化

がれき類・・・最終処分業者に委託し、埋立処分

無機性汚泥・①中間処理業者に委託し、ｾﾒﾝﾄ原料等へ再利用化

②中間処理業者に委託し、残渣埋立処分

有機性汚泥・・中間処理業者に委託し、堆肥等へ再利用化

廃酸・・・・①中間処理業者に委託し、ｾﾒﾝﾄ原料等へ再利用化

②中間処理業者に委託し、残渣埋立処分

廃油・・・・・中間処理業者に委託し、燃料等へ再利用化

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・ ①中間処理業者に委託し、燃料等へ再利用化

②中間処理業者に委託し、残渣埋立処分

廃ｱﾙｶﾘ・・・・中間処理業者に委託し、ｾﾒﾝﾄ原料等へ再利用化

ｶﾞﾗｽ・陶磁器ｸｽﾞ・・・中間処理業者に委託し、建材等へ再利用化

木ｸｽﾞ・・・・・中間処理業者に委託し、残渣埋立処分



(日本工業規格 Ａ列４番)

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

知多工場長（知多地区公害防止統括者）

安全衛生環境部環境管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ員

（産業廃棄物管理責任者）

（特別管理産業廃棄物管理責任者）

（産業廃棄物処理責任者）

設備技術部 作業長（産業廃棄物中間処理施設技術管理者）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

① 現状

【前年度（ ２ 年度）実績】 別紙のとおり

産業廃棄物の種類

排 出 量 ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

・ スラグのホットリターン化による埋立量削減。

② 計画

【目標】 別紙のとおり

産業廃棄物の種類

排 出 量 ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

・ 現状と同じ。

産業廃棄物の分別に関する事項

① 現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

・煉瓦クズ、廃プラスチック等。

② 計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

・現状と同じ。

会議体

工場環境会議

(開催頻度:≧2回/年)

環境管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ長



（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

① 現状

【前年度（ ２ 年度）実績】 別紙のとおり

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量
ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

・煉瓦クズ等を選別、分級して再利用。

② 計画

【目標】 別紙のとおり

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

・現状と同じ。

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

① 現状

【前年度（ ２ 年度）実績】 別紙のとおり

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量
ｔ ｔ

自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量
ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

・該当なし。

② 計画

【目標】 別紙のとおり

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量
ｔ ｔ

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量
ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

・該当なし。



（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

① 現状

【前年度（ ２ 年度）実績】 別紙のとおり

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

・該当なし。

② 計画

【目標】 別紙のとおり

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

・該当なし。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

① 現状

【前年度（ ２ 年度）実績】 別紙のとおり

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

・ 可能な限り再生利用業者への処理委託により、最終処分埋立の低

減を図ってきた。



（第５面）

② 計画

【目標】 別紙のとおり

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

・ 委託処理業者への定期的な現地確認実施。

・ 可能な限り優良認定処理業者への委託処理を行うように努めてい

く。

※事務処理欄



別紙 知多工場産業廃棄物 令和２年度実績（現状）と令和３年度計画
単位：ﾄﾝ

産業廃棄物の種類 鉱さい 金属くず がれき類 汚泥

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝ
ｸﾘｰﾄくずお
よび陶磁器く

ず

廃ｱﾙｶﾘ 木くず 廃酸 廃油
廃

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
合計

＜産業廃棄物の排出の抑制に関する事項＞ 現状 172,512.14 9,163.28 6,840.03 196.87 1.23 34.65 12.17 1,789.53 1,298.81 190.05 192,038.76
計画 205,093.53 10,893.90 8,131.87 234.05 1.46 41.19 14.47 2,127.51 1,544.11 225.94 228,308.03

＜自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項＞現状 2,233.00 1,203.35 3,598.28 0 0 0 0 0 0 0 7,034.63
計画 2,654.73 1,430.62 4,277.87 0 0 0 0 0 0 0 8,363.22

＜自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項＞現状 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計画 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

＜自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入 現状 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
関する事項＞ 計画 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

＜産業廃棄物の処理の委託に関する事項＞
全処理委託量 現状 170,279.14 7,959.93 3,241.75 196.87 1.23 34.65 12.17 1,789.53 1,298.81 190.05 185,004.13

計画 202,438.79 9,463.28 3,854.00 234.05 1.46 41.19 14.47 2,127.51 1,544.11 225.94 219,944.81
優良認定処理業者への処理委託量 現状 14,608.06 0 0 156.07 1.23 34.65 12.17 1,374.35 395.07 149.50 16,731.10

計画 17,367.00 0 0 185.55 1.46 41.19 14.47 1,633.92 469.68 177.74 19,891.01
再生利用業者への処理委託量 現状 155,670.66 7,959.93 1,686.84 155.75 0 3.36 0 413.94 1,669.71 35.16 167,595.35

計画 185,071.29 9,463.28 2,005.42 185.17 0 3.99 0 492.12 1,985.06 41.80 199,248.13
認定熱回収業者への処理委託量 現状 0 0.82 0 0 0.92 0 0 508.25 227.24 0 737.23

計画 0 0.97 0 0 1.09 0 0 604.24 270.16 0 876.47
認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への 現状 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
処理委託量 計画 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


